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市
で
は
、
失
業
対
策
事
業
の

活
用
を
は
か
り
、
昭
和
通
り
の

舗
装
を
は
じ
め
、
谷
地
川
の
改

修
、
道
路
改
良
柿
修
、
運
動
場

整
備
な
ど
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
て

お
り
ま
す
。

舗
装
工
事
は
、
市
犀
は
じ
め

て
の
試
み
で
昭
和
通
り
を
計
画

施
行
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
予

定
ど
お
り
の
成
果
券
挙
げ
て
九

月
末
日
延
長
六
五
○
米
・
面
積

四
、
○
二
二
平
方
米
が
完
成
の

見
込
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
幟
か
、
谷
地
川
の
改
修

今
年
の
建
設
事
業

舗
装
な
ど
整
備
進
む

工
事
、
築
堤
工
事
一
三
一
米
、

排
水
管
工
事
二
六
ヶ
所
、
排
水

路
轄
備
工
事
、
延
長
四
、
三
○

○
米
、
側
溝
新
設
二
九
米
、
を

九
月
末
日
ま
で
に
、
道
路
改
一
良

工
事
、
延
長
三
○
三
、
五
米
、

幅
員
六
米
、
道
路
補
修
工
事
、

延
長
一
三
、
○
○
○
米
、
幅
員

四
米
、
運
動
場
整
備
工
事
、
面

積
七
、
七
Ｕ
○
平
方
米
を
年
度

内
に
完
成
の
予
定
で
か
ぎ
ら
れ

た
財
源
で
よ
り
以
上
の
成
果
を

あ
げ
よ
う
と
努
力
し
て
お
り
ま

半
９
０
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昭和通り舗装工事現場

ま
た
一
般
土
木
と
し
て
は

昨
年
度
の
災
害
で
溌
害
を
う
け

た
高
戸
道
路
復
旧
工
事
は
九
月

一
日
に
着
工
し
十
一
月
二
十
日

完
工
の
予
定
で
す
。

市
営
住
宅
建
設
工
事
に
つ
い

て
は
、
さ
る
八
月
二
十
八
日
入

札
を
行
い
、
九
月
一
日
に
着
工

い
た
し
ま
す
の
で
来
春
一
月
に

は
三
十
戸
の
市
営
住
宅
が
完
成

し
ま
す
。

な
お
都
市
計
画
窮
業
の
一
環

と
し
て
、
昭
和
三
十
係
度
よ
り

施
行
さ
れ
て
お
り
ま
寸
○
町
西

側
と
駅
東
を
結
ぶ
跨
線
橋
設
置

工
事
も
明
年
三
月
末
日
ま
で
に

完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。

青
少
年
の
不
良
化
傾
向
は
全
国

的
な
も
の
で
あ
り
高
萩
市
に
お

い
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
の

で
、
こ
れ
ら
の
憂
慮
を
払
拭
し

将
来
性
に
富
む
青
少
年
の
健
全

な
保
護
育
成
を
強
力
に
推
進
し

よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
、

こ
の
た
び
当
市
に
安
村
市
長
を

会
長
と
し
補
導
推
進
委
員
一
五

六
名
よ
り
な
る
青
少
年
補
導
推

進
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
当
会
は
執
行
と
協
義
と
を

兼
ね
添
え
た
性
格
を
も
ち
部
落

を
基
盤
と
し
市
總
ぐ
る
象
の
活

動
に
ま
で
滞
り
あ
げ
る
た
め
本

部
の
ほ
か
に
各
地
域
に
六
支
部

（
東
高
萩
§
秋
山
、
松
岡
、
高

結
成
さ
れ
た

講
少
雲
推
進
協
議
会

岡
北
高
岡
南
支
部
）
を
諸
げ
そ

の
各
々
に
は
社
会
部
家
庭
相
談

部
校
外
補
導
部
の
三
部
が
あ

り
ま
す
。
社
会
部
は
環
境
浄
化

の
対
策
を
施
す
こ
と
家
庭
相
談

部
は
家
庭
内
に
お
け
る
青
少
年

補
導
上
の
相
談
に
あ
ず
か
る
こ

と
校
外
補
導
部
は
家
庭
外
に
お

け
る
青
少
年
の
補
導
に
あ
た
る

こ
と
と
等
を
骨
格
と
し
各
部
相

互
に
緊
密
な
連
絡
非
》
取
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
月
の
定
例
会
に
於
て
は
、
各

支
部
の
役
員
の
選
川
、
「
愛
の

鐘
」
の
設
置
運
動
「
愛
の
手
帖
」

の
作
成
、
児
童
生
徒
に
対
す
る

広
報
活
動
、
未
成
年
番
の
夜
間

谷地ll l改修工･11刀↓場

ーー～陣

１
１

I
の
一
人
歩
き
の
防
止
、
不
倫
な

映
画
に
対
す
る
措
置
問
題
児
童

生
徒
に
対
す
る
研
究
相
談
指
導

等
が
決
め
ら
れ
、
さ
っ
そ
く
実

行
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
ひ
と
え
に
市
民
の

翠
な
さ
ま
の
御
協
力
を
御
願
い

致
し
ま
す
。
な
お
本
会
の
活
動

が
将
来
に
お
い
て
は
市
民
の
ひ

り
ぴ
と
り
が
補
導
推
進
委
員
た

る
自
覺
を
持
ち
得
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
る
い
人
間
関
係
づ
く
り

に
ま
で
発
展
し
て
い
く
よ
り
願

っ
て
い
ま
す
。

本
部
役
員
会
長
安
村
篤

副
会
長
矢
代
光
史

家
庭
部
長
大
森
キ
ク

社
会
部
長
渡
辺
竹
彦

校
外
部
長
小
松
信
英

幹
事
教
育
委
員
会
転
員

福
祉
事
務
所
転
員
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四
月
に
開
か
れ
た
才
三
十
一

国
会
を
「
国
民
年
金
法
」
が
成

立
し
ま
し
た
・
国
民
年
金
制
腫

は
、
国
民
健
康
保
険
と
同
じ
よ

う
に
国
民
全
部
の
生
活
の
保
障

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
ま
で
あ
っ
た
公
的
年
金
制
度

の
恩
恵
を
う
け
な
か
っ
た
中
小

企
業
の
従
業
員
と
か
、
自
分
で

営
業
し
て
・
い
る
人
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
年
金
制
度
は
年
を
と
っ

た
り
不
具
に
な
っ
た
と
か
、
あ

る
い
は
死
亡
な
ど
の
事
故
が
お

き
て
、
生
活
の
安
定
が
そ
こ
な

わ
れ
る
と
き
に
国
民
の
共
同

連
帯
で
防
止
し
、
国
民
ゑ
ん
な

が
健
全
な
生
活
を
維
持
で
き
る

充
実
さ
れ
る
祗
会
保
障

国
民
年
金
制
度
と
は

よ
５
に
年
金
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。
国
民
年
金
に
は
、
被
保

険
者
か
ら
保
険
科
を
徴
收
し
て

事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
、
い

ま
ま
で
納
め
た
保
険
料
の
実
績

に
よ
っ
て
年
金
を
支
給
す
る
拠

出
年
金
制
度
と
、
も
う
一
つ
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
入
と
国

民
年
金
法
が
施
行
さ
れ
る
前
に

年
を
と
っ
て
い
た
り
、
不
具
、

死
亡
な
ど
の
事
故
に
あ
っ
て
い

た
人
は
、
保
険
料
を
納
め
な
い

無
拠
出
年
金
制
度
が
あ
り
主
す

拠
出
制
度
年
金
の
保
険
料
の

徴
收
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
で
す
が
、
無
拠
出
年

金
（
福
祉
年
金
）
は
こ
と
し
の

十
一
月
か
ら
支
給
を
は
じ
め
ま

す
Ｏ
無
拠
出
制
年
金
の

あ
ら
ま
し

（
八
月
号
に
掲
載
）

拠
出
制
年
金
の
あ

ら
ま
し
現
存
行
な
わ
れ

て
い
る
厚
生
年

金
押
険
船
員
保

険
、
恩
給
な
ど

の
公
的
年
金
制

庇
の
澗
用
を
受

け
て
い
る
方
を

除
く
二
十
才
以

上
六
十
才
未
満

の
全
国
民
（
公

的
年
金
毫
給
者
の
配
偶
者
学

生
五
十
才
以
上
五
十
五
才
未

満
の
方
は
任
意
加
入
で
き
ま

す
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
二
十
才
以
上

三
十
五
才
未
満
は
月
額
百
円

三
十
五
才
以
後
は
月
額
百
五

十
円
で
す
。
こ
う
し
て
つ
み

立
て
ら
れ
た
保
険
料
を
財
源

と
し
て
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
と
か
そ
の
ほ
か

保
険
料
を
納
め
る
能
力
の
な

い
方
な
ど
は
申
請
が
あ
れ
ば

認
定
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納

付
は
義
務
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
資
格
に
つ
い

て
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
月

一
日
か
ら
保
険
料
の
徴
收
は

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か

ら
始
め
ら
れ
ま
す
。

拠
出
制
年
金
の
種
類

１
、
老
令
年
金
六
十
五
才

か
ら
老
令
年
金
を
支
給
し

主
す
が
支
給
さ
れ
る
年
金

額
は
保
険
料
の
納
付
期
間

に
応
じ
て
、
年
韻
一
万
二

千
円
か
ら
四
万
二
千
円
の

範
朋
内
で
支
給
さ
れ
ま
す

２
、
障
害
年
金
一
定
期
間

保
険
綱
を
納
め
た
方
が
、

日
附
牛
活
に
い
ち
じ
る
し

い
支
障
を
き
た
す
障
害
が

あ
る
と
き
に
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
年

額
二
万
四
千
叫
か
ら
四
万

○
日
雇
労
仇
健
康
保
険
と
は

私
た
ち
は
、
健
康
で
幸
福
な

生
活
を
営
忠
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
が
、
い
つ
病
気
に
な
る
か

災
害
が
起
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

そ
こ
で
、
不
時
に
見
舞
わ
れ
た

と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、
生
活

を
守
る
た
め
に
、
事
業
主
と
労

仇
者
が
協
力
し
て
平
素
か
ら
一

定
の
掛
金
（
日
雇
健
保
で
は
仇

く
日
ご
と
に
手
帳
に
印
紙
を
は

る
方
法
）
か
出
し
怪
我
や
病
気

の
と
き
に
そ
の
準
備
さ
れ
た
共

同
の
お
金
の
中
か
ら
不
時
の
失

費
を
負
担
す
る
し
く
承
が
社
会

保
険
の
制
庇
て
あ
っ
て
、
日
雇

労
仙
者
健
康
保
峨
は
こ
の
社
会

保
険
の
方
法
に
よ
っ
て
、
個
人

の
続
稿
力
で
は
、
不
可
能
な
医

療
費
そ
の
他
の
負
担
を
解
決
し

て
生
活
の
安
定
を
は
か
る
制
度

で
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
。

二
千
円
の
範
囲
内
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

３
、
母
子
年
金
一
定
期
間

保
険
料
を
納
め
た
方
が
夫

と
死
別
し
、
十
八
才
未
満

の
子
生
計
を
維
持
し
て
い

る
と
き
は
保
険
料
を
納
め

た
期
間
に
応
じ
て
年
額
一

万
九
千
二
百
円
か
ら
二
万

五
千
八
百
円
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

な
お
十
八
才
未
満
の
子
が

二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、

み
ん
な
で
読
ん
で
正
し
い
給
付

蝿
鶏
理
の
皆
さ
ん
へ

○
被
保
険
者
と
な
る
に
は

旦
雇
労
仇
者
健
康
保
険
は
強

制
保
険
で
す
か
ら
、
他
の
健
康

保
険
の
被
保
険
者
か
ら
除
外
さ

れ
た
日
雇
労
仇
者
が
、
健
康
保

険
の
適
用
事
業
や
、
失
対
事
業

公
共
事
業
に
就
労
し
た
と
き
は

す
べ
て
こ
の
保
険
の
被
保
険
者

と
な
り
（
た
だ
し
一
定
の
条
件

に
該
当
す
る
者
は
承
認
を
う
け

れ
ば
除
外
さ
れ
ま
す
）
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
め
方
は

日
雇
労
仇
者
が
日
雇
健
保
の

被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き
は
、

五
日
以
内
に
被
保
険
者
手
帳
の

交
付
申
請
を
し
手
帳
の
交
付
を

う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
、
日
雇
労
仇
者
が
日

雇
仙
保
の
澗
用
恥
業
所
に
仇
い

た
と
き
は
、
毎
日
こ
の
手
帳
を

事
業
主
に
提
出
し
、
健
康
保
険

印
紙
を
は
り
、
こ
れ
に
消
印
す

一
人
に
つ
い
て
四
千
八
百

円
の
割
合
で
加
算
さ
れ
ま

す
。
・

４
、
遺
児
年
金
両
親
に
死

別
し
た
十
八
才
未
満
の
子

に
、
年
額
七
千
二
百
円
か

ら
一
万
五
百
円
ま
で
の
範

囲
内
で
支
給
し
、
二
人
以

上
あ
る
と
き
は
オ
ニ
子
以

降
の
子
一
人
に
つ
き
四
千

八
百
円
の
割
合
で
加
算
し

た
額
を
受
給
権
者
の
数
で

除
し
た
額
が
受
給
権
者
一

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
例
外
と
し
て
日
雇

労
仇
者
が
事
業
主
に
手
帳
の
提

出
を
拒
ん
だ
等
の
理
由
に
よ
り

事
業
主
が
印
紙
を
は
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
現
金
で
納
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
内
小
中
学
校

運
動
会
の
日
程
決
る

小
学
校
名
期
日

高
萩
小
学
校
十
月
四
日

秋
山
小
学
校
十
月
四
日

東
小
学
校
十
月
十
一
日

松
岡
小
学
校
十
月
一
月

上
君
田
小
学
校
十
月
一
日

下
君
田
小
字
校
九
月
廿
五
日

横
川
小
学
校
十
月
四
日

Ｆ
学
校
名

高
萩
中
学
校
九
月
廿
七
日

松
岡
中
学
校
九
月
二
十
日

若
栗
中
学
校
九
月
廿
一
日

花
貢
中
学
校
九
月
升
三
日

君
田
中
学
校
十
月
一
日

人
当
り
の
年
金
額
と
な
り

ま
す
。

５
，
か
婦
隼
金
十
年
以
上

婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
妻
が

老
令
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
保
険
料
を
納
め

た
夫
と
死
別
し
た
と
き
に

夫
の
受
け
る
筈
だ
っ
た
老

令
年
金
額
の
半
額
を
六
十

才
か
ら
六
十
五
才
ま
で
の

間
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

×
×
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ｈ
ま
し
た
か
ら
有
樅
者
各
位
の

御
協
〃
を
お
顎
い
‐
‐
｜
ｆ
す
”

◎
資
格
網
香
両
方
法

従
来
町
つ
乞
蕊
本
選
挙
人

名
鑑
篭
録
申
請
書
の
促
州
、

方
法
ぼ
行
わ
な
買
、
．
当
委

員
会
候
諸
帳
簿
を
参
考
に
し

て
作
っ
た
基
侭
腿
」
挙
人
名
接

寳
格
調
査
書
を
連
総
員
各
位

に
依
頼
し
て
回
篇
或
い
は
持

ち
廻
り
等
の
方
法
に
よ
っ
て

有
権
者
各
位
に
閲
覧
確
認
を

し
て
い
た
暫
く
方
法
と
、
市

転
員
が
各
地
区
を
分
担
し
て

行
う
実
地
調
査
の
方
法
を
併

せ
て
行
い
名
接
を
調
製
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
名
接
登
録
者
の
資
格

本
年
の
基
本
選
挙
人
名
法

も
れ
た
ら
大
変

選
畢
資
格
調
査
に
姪
殿
団

↑
Ｉ
（
上
段
へ
）

に
篭
録
さ
れ
る
者
は
次
の
事
項

に
該
当
す
る
者
ご
す
ｕ

ｌ
、
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

２
、
昭
和
三
十
四
年
十
二
月

二
十
日
に
お
い
て
年
令
満

二
十
年
以
上
の
者
で
あ
る

》
」
．
ル
」

（
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十

一
日
以
前
に
出
生
し
た
者
）

３
，
本
汁
九
月
十
五
日
孝
で

引
続
き
三
ヶ
月
以
来
高
萩

市
の
灰
域
内
に
住
所
を
有

す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
本
年
六
月
十
六
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
高
萩
市
の

区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

者
）

４
、
戸
籍
法
の
適
用
を
受
け

ろ
者
で
あ
る
こ
と

５
、
右
の
１
か
ら
４
主
で
の

要
件
を
備
え
る
者
で
次
の

各
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
毎
年

法
律
に
基
き
九
月
十
五

日
現
在
で
選
挙
人
の
資

格
を
調
査
し
、
同
年
の

十
月
三
十
一
日
ま
で
に

基
本
選
挙
人
名
接
を
調

整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
＠
本
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
八
月
十
五
日
に

委
員
会
を
招
集
し
、
次

の
よ
う
な
方
法
で
名
簿

を
調
製
す
る
こ
と
に
決

来
る
九
月
十
三
日
午
前
九
時

（
雨
天
の
と
き
は
二
十
日
）
高

萩
中
学
校
々
庭
に
お
い
て
「
市

内
の
老
若
女
が
相
寄
り
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
市
民
相
互
の
親
睦
叫
解
を
図

り
よ
り
よ
い
明
る
い
高
萩
市
建

設
に
寄
与
し
よ
５
と
す
る
「
の

趣
旨
の
も
と
に
才
二
回
市
民
運

欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い

者
で
あ
る
こ
と

イ
、
禁
治
産
者

ロ
、
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
そ
の
執
行
を
終
る
ま

で
の
者

〈
、
禁
こ
以
上
の
刑
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
者
（
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
行
わ
れ
る

選
挙
、
投
票
及
び
国
民
審

査
に
関
す
る
犯
罪
以
外
の

犯
罪
に
よ
る
刑
の
執
行
猶

予
中
の
者
を
除
く
）

み
ん
な
て
楽
Ｌ
く

市
民
大
運
動
会

｜

’

動
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
本
年
も
盛
大
に
挙
行

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
の
で
関

係
者
並
び
に
市
民
各
位
の
御
支

援
と
御
協
力
と
を
御
願
い
致
し

主
す
。
な
お
当
日
の
た
め
に
二

三
の
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
て
置
き
ま
す
。

一
、
チ
ー
ム
編
成

①
本
町
②
春
日
町

③
大
和
町
④
東
地
区

⑤
台
高
萩
⑥
安
良
川

⑦
石
滝
⑧
島
名
⑨

｛
秋
山
（
北
方
を
含
む
）

⑩
上
手
綱
⑪
下
手
綱

⑫
高
一
戸
⑬
赤
浜
⑭

横
川
⑮
下
君
田
⑯

一
上
君
田
⑰
若
栗
⑬

｜
程
罐
“
麺
緬
蔀
封
群
岬

口
穿
含
む
）
⑬
秋
山

炭
砿
⑳
東
地
区
北

’
一
、
選
挙
犯
罪
者
信
澤
挙
権

の
停
止
期
間
を
い
ま
だ
催

過
し
な
い
者

◎
右
の
以
上
の
事
項
に
よ
っ
て

作
っ
た
基
本
選
挙
人
名
緩
は

本
年
十
一
月
五
日
か
ら
十
一

月
十
九
日
ま
で
の
十
五
日
間

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
の
問
に
市
役

所
に
お
い
て
選
挙
人
の
縦
覧

に
供
し
ま
す
か
ら
、
近
隣
さ

そ
い
あ
っ
て
各
自
名
接
を
確

認
し
て
下
さ
い
。

「
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

援席配 置二
、
競
技
種
目

①
一
○
○
米
競
走
（
個
男
）

②
五
○
米
競
走
（
個
女
）
③

キ
ッ
ク
ポ
ー
ル
リ
レ
ー
（
団

男
女
）
④
障
害
物
競
走
（
団

男
女
）
⑤
マ
ラ
ソ
ゾ
（
個

男
）
⑥
綱
引
（
団
男
女
）
⑦

源
平
玉
入
れ
（
団
男
女
）
⑧

民
謡
踊
り
（
一
般
）
⑨
小
学

生
対
抗
リ
レ
ー
⑩
仮
装
行
列

二
股
）
⑪
嫁
さ
が
し
（
個

男
女
〕
⑫
二
人
三
脚
（
団
男

女
）
⑬
び
ん
つ
り
競
走
（
個

男
女
）
⑭
一
滴
千
金
（
団
男

女
）
⑮
中
学
生
対
仇
リ
レ
ー

（
団
男
女
）
⑯
一
二
○
○
米

リ
レ
ー
（
団
唱
左
）

注
１
個
は
個
人
。
団
は
団
体

で
あ
る
。

応 図
売
店 潔潔:職團

' ' | 11 ' i
'" ' l l.川砿ul…II1戸町

恥
Ｆ
待
田

⑤
喧
和
町

⑭
人
椎

，
１
－
－
Ｉ

匝

呼

Ｆ

Ⅱ

＠
上
君
田

⑪
高
萩
砿

雨
下
手
綱

⑨
東
地
区
北

'3上手綱

|
ノヘ
庁一

ィ亦
耳

浜 二二一一一一

三
、
参
加
資
格

現
在
高
萩
市
に
居
住
し
て
い

る
も
の

四
、
表
彰

①
個
人
並
び
に
団
体
賞
は
三

位
ま
げ
②
總
合
並
び
に
假
装

行
列
は
七
位
ま
で
入
賞
と
す

る
。
總
合
入
賞
は
団
体
競
技

に
よ
る
得
点
数
の
多
い
順
に

決
定
す
る
。

五
、
競
技
上
の
注
意

①
選
手
招
集
に
遅
れ
た
も
の

は
棄
権
と
象
な
す
。
②
係
員

の
指
示
通
り
行
動
す
る
。

異
議
Ｉ
異
議
は
チ
ー
ム
の
運
営

委
員
（
各
チ
ー
ム
よ
り
三

名
選
出
さ
れ
て
い
る
）
が

行
い
そ
れ
以
外
の
者
の
異

議
は
認
め
な
い
。

r、

6横
、ノ

川

’ 三三へ

5向洋砿
J

へ

4台
U

高萩

東

北
１
１
南

望
石

へ
叩
○
ゾ
ー
へ
○
ヨ
ジ

／
、
〆
、

、
海
一
滝 I語

（
制
上
）

／東地区南
／
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そ
れ
ぞ
れ
何
等
か
の
転
換
と
飛

狩
猟
者
講
習
会
が

躍
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す

開
か
れ
ま
す

こ
の
農
業
政
策
の
転
換
期
に

当
っ
て
、
戦
後
の
新
し
い
試
忽

と
し
て
「
新
農
村
建
設
計
画
」
狩
猟
法
の
規
定
に
基
く
狩
猟
を
受
講
し
な
い
と
狩
猟
免
許
は

が
打
ち
だ
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
者
講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
農
民
な
り
ま
し
た
か
ら
、
昭
和
三
十
お
り
ま
す
。

の
盛
り
上
る
実
行
力
に
期
待
し
四
年
度
に
お
い
て
狩
猟
免
許
を
』
」
の
諦
習
券
受
講
し
よ
う
と

つ
比
農
業
生
産
性
の
向
上
、
所
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
全
員
受
す
る
方
は
受
唯
申
込
雷
に
最
近

得
水
準
の
引
上
げ
を
は
か
り
農
講
し
て
く
だ
さ
い
。
六
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面

民
生
活
の
安
定
向
上
を
期
そ
う
昨
年
度
の
狩
猟
者
講
習
会
を
上
半
身
無
帽
の
写
真
を
添
え
て

と
す
る
も
の
で
す
。
受
誌
し
た
方
で
も
こ
の
講
習
会
請
習
会
当
日
午
前
九
時
ま
で
に

く
で
少
、
く
ノ
う
ぐ
ｒ
Ｊ
ｋ
ｆ
ｊ
ｋ
ｆ
Ｊ
１
く
Ｊ
Ｎ
／
、
く
〆
、
足
ｆ
う
く
げ
う
ｌ
ノ
、
Ｋ
Ｊ
、
ｆ
Ｊ
、
／
ｉ
ｆ
１
ｒ
ｈ
く
Ｊ
１
Ｉ
１
ｌ
ｊ
ｋ
Ｊ
１
ｆ
１
ｒ
、
く
Ｊ
１
１
１
，
も
ｒ
う
ぐ
ノ
、
ｆ
，
、
ｒ
Ｊ
、
ｆ
ｌ
ｔ
ｒ
１
Ｉ
ｊ
ｆ
、
ｒ
、
Ｉ
、
ｆ
、
１
１
く
げ
、
ｔ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
１
Ｉ
ノ
ー
く
〆
凶
ノ
、
ｒ
１
４
、
く
ｌ
ｒ

我
が
国
産
業
に
お
け
る
農
林

業
部
門
の
占
め
る
地
位
が
非
常

に
重
要
で
あ
り
ま
す
こ
と
は
ご

承
知
の
と
お
り
で
あ
り
農
林
業

の
育
成
改
善
は
最
も
重
要
な
政

策
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
今
日

日
本
の
農
業
は
曲
り
角
に
来
て

い
る
と
い
わ
れ
農
林
畜
水
産
の

い
づ
れ
に
つ
い
て
承
ま
し
て
も

そ
れ
ぞ
れ
何
等
か
の
転
換
と
飛

躍
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す

こ
の
農
業
政
策
の
転
換
期
に

当
っ
て
、
戦
後
の
新
し
い
試
忽

と
し
て
「
新
農
村
建
設
計
画
」

澱薗鴬 新
農
村
建
設
計
画

話
し
あ
い
と
映
画
の
会

’ 魚|I一

こ
の
新
政
策
が
た
堂
ち
に
皆

さ
ん
の
奮
起
を
５
な
が
し
、

そ
の
意
図
す
る
構
想
を
実
現
す

る
た
め
に
、
本
年
度
予
備
計
画

地
域
に
指
定
さ
れ
た
オ
ニ
地
域

（
高
岡
地
区
）
新
農
村
建
設
計

つ
い
て
は
、
只
今
各
部
落

に
調
査
員
群
置
い
て
基
礎
画
に

| I

篭
＝ぅ；

一
／
グ

か
☆

〔

／

諺

３
１
節
胤
勤
《

く
６
一理

芯
ｌ
０
１
Ｉ
ｊ
ｌ
一

一
、
《
Ｑ
直
り
一
一

戸
尾
十
一
一
一

弱
二
一

軒

匂

合

一

一

一

一

Ｉ
1

1

調
査
を
実
施
中
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
趣
旨
や
調
査
の
説
明
を

兼
池
皆
さ
ん
の
要
望
を
充
分
お

き
か
せ
戴
い
て
、
事
業
が
容
易

に
で
き
る
よ
う
な
計
画
を
た
て

上
い
た
だ
く
た
め
懇
談
会
と
映

画
会
を
開
き
ま
す
か
ら
皆
さ
ん

も
れ
な
く
出
席
し
て
く
だ
さ
い

◎
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は

決
定
次
オ
お
知
ら
せ
し
ま

十
・

◎
映
画
は
「
く
る
牛
」
「
全
国

和
牛
共
進
会
一
三
－
ス
」

、
～Ⅶ

一

ィgﾌﾌｱ1
／ や

琴

／
／

､‘.~~~~__ノ

一
室

一
．
皇

受
付
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

な
お
写
真
の
裏
面
に
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
・

申
込
書
に
添
付
し
た
写
真
は

狩
猟
免
許
状
に
使
用
し
ま
す
。

◎
誰
習
科
目
お
よ
び
時
間

狩
猟
法
令
十
時
１
十
二
時

昼
食
時
間
四
十
分

狩
猟
鳥
獣
の
判
別

十
二
時
四
十
分
か
ら

十
四
時
四
十
分
ス
ラ
イ
ド

猟
具
の
取
扱

十
五
時
か
ら
十
六
時
映
画

◎
日
時
場
所

九
月
二
十
七
日
午
前
九
時

日
立
市
助
川
中
学
校
体
育
館

九
月
二
十
九
日
午
前
九
時

高
萩
市
県
立
高
萩
高
等
学
校

◎
携
行
品

１
、
筆
記
用
具

２
、
参
考
書
類

昨
年
受
誌
し
た
方
は
県
か

ら
配
布
を
受
け
た
テ
キ
ス

ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

３
、
昼
食

４
、
印
鑑塾；

伽
杉
わ
町

才
寺
し
ぶ

画
一
《
晒
々
●
●
。

傘
だ
《
を

次
の
よ
う
に
オ
三
次
自
衛
官

が
募
集
さ
れ
ま
す
奮
っ
て
応
募

下
さ
い
。

◎
志
願
受
付

九
月
一
日
１
十
月
十
日

於
市
役
所
總
務
課

◎
応
募
資
格

１
、
昭
和
三
十
五
年
一
月
一

日
現
在
に
お
い
て
年
令
満

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未

満
の
者

２
、
新
制
中
学
卒
業
程
度
の

鳶七夕まつ雌
恒例の七夕まつりは八月六哩七、八の三日間行わ

れ審査の結果次のとおり受賞者が決定しました。

◎
竹
飾
の
部

知
事
賞
丸
石
呉
服
店

県
商
工
水
産
部
長
賞
米
屋
呉
服
店

県
観
光
協
会
長
賞細
金
洋
品
店

市
商
工
会
長
賞

自
衛
官
採
用
陸
、
海
、
空

学
力
を
有
す
る
も
の

◎
試
験

十
月
下
旬
’
十
一
月
上
旬

◎
人
隊

昭
和
三
十
五
年
一
月
か
ら
。

但
し
来
春
卒
業
予
定
の
高
校

生
に
限
り
来
年
三
月
に
入
隊

の
便
宜
を
図
り
ま
す

◎
侍
遇
二
等
陸
海
空
士

初
給
六
、
四
○
○
円
他
衣
食
支
給

ダ
イ
ボ
シ
商
店

市
議
会
議
長
賞

高
萩
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

◎
し
か
け
の
部

市
長
賞
仲
屋
食
料
品
店

市
観
光
協
会
長
賞仲
屋
洋
品
店

’
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